
分
権
改
革
の
旅
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い

人　

羅　
　
　

格

「
分
権
改
革
は
、
も
う
幕
引
き
で
し
ょ
う
か
」。
昨
今
、
政
界
や
霞
が
関
で
こ
う
い
っ
た
や
り
取
り
を
よ
く
聞
く
。

確
か
に
、
数
年
前
に
比
べ
て
「
分
権
」
と
い
う
言
葉
に
ふ
れ
る
機
会
は
か
な
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
折
し
も
地
方
自
治
法
が
施
行

さ
れ
て
七
〇
年
が
経
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
改
革
を
ど
う
評
価
し
、
今
後
の
国
・
地
方
関
係
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
何
を
設
定
し
て
い
く

の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
、
戦
後
自
治
そ
れ
自
体
が
曲
が
り
角
に
あ
る
と
言
っ
て
も
お
お
げ
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

一　
「
戦
前
」
と
決
別
し
た
第
一
期
改
革

こ
こ
二
〇
年
に
わ
た
り
、
分
権
改
革
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
国
・
地
方
関
係
を
め
ぐ
る
政
治
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

地
方
へ
の
権
限
移
譲
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
支
え
に
、
政
党
も
メ
デ
ィ
ア
も
分
権
の
推
進
と
い
う
大
方

針
で
は
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
き
た
。

分
権
問
題
は
よ
く
「
総
論
賛
成
、各
論
反
対
」
だ
と
い
わ
れ
る
。だ
が
、「
分
権
は
是
な
る
も
の
」
と
い
う
価
値
観
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

分権改革の旅はまだ終わらない
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的
な
対
立
を
持
ち
こ
ま
ず
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

戦
後
五
〇
年
に
あ
た
る
一
九
九
五
年
五
月
、
地
方
分
権
推
進
法
が
成
立
し
、
第
一
期
分
権
改
革
が
始
ま
っ
た
。
地
方
分
権
の
推
進

に
関
す
る
国
会
決
議
が
九
三
年
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
導
線
と
な
っ
た
。

一
期
分
権
改
革
の
ピ
ー
ク
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
地
方
分
権
一
活
推
進
法
が
施
行
さ
れ
、
機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

戦
前
の
自
治
制
度
に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
知
事
官
選
下
で
中
央
の
下
部
機
関
だ
っ
た
。
さ
ら
に
市
町
村
は
、
都
道
府
県
と
実
質

的
に
は
上
下
関
係
に
置
か
れ
て
い
た
。

戦
後
、
日
本
国
憲
法
と
と
も
に
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
、
首
長
、
地
方
議
会
を
直
接
に
選
ぶ
戦
後
自
治
が
始
ま
っ
た
。

た
だ
し
、
か
つ
て
国
の
権
限
だ
っ
た
事
務
の
多
く
は
な
お
、
国
が
包
括
的
な
指
揮
監
督
権
を
持
つ
、
機
関
委
任
事
務
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
い
た
。
都
道
府
県
事
務
の
約
八
割
、
市
町
村
事
務
の
約
四
割
を
占
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。

分
権
一
括
推
進
法
は
国
と
地
方
の
関
係
を
「
上
下
・
主
従
」
か
ら
「
対
等
・
協
力
」
に
改
め
る
理
念
を
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
と

い
う
形
で
具
体
化
し
た
。

新
憲
法
下
で
な
お
残
さ
れ
て
い
た
「
戦
前
的
な
も
の
」
の
解
消
─
─
。
こ
れ
が
戦
後
五
〇
年
を
契
機
に
進
ん
だ
第
一
期
分
権
改
革

に
こ
め
ら
れ
た
主
題
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
地
方
自
治
を
戦
前
の
桎
梏
か
ら
解
放
す
る
意
味
に
お
い
て
、
機
関
委
任
事
務
の
廃
止

は
象
徴
的
で
あ
っ
た
。

時
代
状
況
も
有
利
に
働
い
た
。
高
度
経
済
成
長
が
終
わ
り
を
迎
え
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
す
る
な
ど
経
済
的
要
因
が
影
響
し
た
。

高
度
成
長
下
で
中
央
か
ら
地
方
へ
の
配
分
が
潤
沢
で
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
を
急
ぐ
段
階
で
は
、
中
央
主
導
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
画
一
性
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は
む
し
ろ
好
都
合
で
す
ら
あ
っ
た
。

だ
が
、
低
成
長
に
入
り
パ
イ
の
配
分
が
減
る
と
、
自
治
体
は
自
ら
能
動
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
首
長
が
「
中
央
と

の
太
い
パ
イ
プ
」
を
誇
示
し
て
事
足
り
る
よ
う
な
時
代
は
去
り
、
む
し
ろ
中
央
の
「
統
制
」
が
地
域
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
と
し

て
意
識
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

政
治
状
況
も
分
権
に
は
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。一
九
九
〇
年
の
東
西
冷
戦
終
結
、九
三
年
の
非
自
民
連
立
政
権
の
発
足
、九
五
年
の
「
自

社
さ
」
政
権
発
足
な
ど
の
変
動
は
明
治
以
来
の
中
央
集
権
の
岩
盤
を
揺
る
が
し
た
。
そ
の
結
果
、
相
対
的
に
「
地
方
」
の
発
言
力
が

強
ま
っ
た
。

二　

二
つ
の
挫
折

と
こ
ろ
が
、
一
括
法
の
施
行
を
境
と
し
て
、
分
権
改
革
は
陰
影
も
帯
び
始
め
る
。

第
一
幕
は
、
小
泉
政
権
下
に
お
け
る
税
・
財
政
を
め
ぐ
る
「
三
位
一
体
改
革
」
の
攻
防
だ
っ
た
。

一
括
法
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
都
道
府
県
で
は
公
共
事
業
の
見
直
し
や
情
報
公
開
に
取
り
組
み
、
中
央
官
庁
の
方
針
に
異
を
唱
え

る
い
わ
ゆ
る
「
改
革
派
知
事
」
が
台
頭
し
た
。

一
方
で
財
政
状
況
の
悪
化
に
伴
う
小
泉
改
革
が
進
み
、
市
町
村
は
「
平
成
の
大
合
併
」
の
波
に
洗
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
地

方
税
・
財
政
を
テ
ー
マ
と
す
る
攻
防
が
国
・
地
方
間
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
改
革
は
、
税
源
移
譲
に
よ
る
権
限
拡
大
を
目
指
す
地
方
側
と
、
地
方
交
付
税
の
圧
縮
を
図
る
財
務
省
の
思
惑
が
最
初
か

分権改革の旅はまだ終わらない
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ら
食
い
違
っ
て
い
た
。
結
局
、
三
兆
円
の
税
源
移
譲
と
引
き
替
え
に
地
方
交
付
税
が
五
兆
円
削
ら
れ
た
た
め
、
地
方
に
挫
折
と
徒
労

感
が
残
さ
れ
た
。

「
改
革
を
主
導
し
よ
う
と
し
た
ら
、
逆
に
墓
穴
を
掘
っ
て
し
ま
っ
た
」。
三
兆
円
の
税
源
移
譲
は
そ
れ
な
り
に
評
価
す
べ
き
だ
ろ
う

が
、
一
連
の
経
緯
が
地
方
側
に
か
な
り
深
刻
な
ト
ラ
ウ
マ
を
残
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
れ
で
も
二
〇
〇
七
年
の
第
一
次
安
倍
内
閣
発
足
を
う
け
て
、
第
二
期
分
権
改
革
が
始
ま
っ
た
。

成
果
を
あ
げ
た
の
は
地
方
行
政
の
自
由
度
拡
大
や
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の
地
方
間
分
権
の
分
野
だ
。

国
が
地
方
自
治
体
の
行
政
基
準
を
縛
る
「
義
務
づ
け
・
枠
づ
け
」
の
廃
止
・
縮
小
は
、
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
後
も
残
さ
れ
て
い

た
統
制
を
さ
ら
に
縮
小
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。

政
権
交
代
で
二
〇
〇
九
年
に
民
主
党
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
分
権
改
革
は
「
地
域
主
権
改
革
」
と
名
を
改
め
た
。
た
だ
し
、
そ
の

路
線
は
従
来
の
分
権
改
革
を
お
お
む
ね
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
、
か
ね
て
地
方
側
が
求
め
て
い
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
法
制
化
さ
れ
た
。
地
方
に
関
係
す
る
政
策
の
企
画
・
立

案
段
階
か
ら
国
と
地
方
が
協
議
し
、
合
意
事
項
に
双
方
に
尊
重
義
務
を
定
め
た
枠
組
み
が
誕
生
し
た
。

だ
が
、
民
主
党
政
権
が
挑
ん
だ
国
の
出
先
機
関
の
地
方
へ
の
移
譲
は
、
無
残
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
国
家
公
務
員
三
〇
万
人
の
う

ち
約
三
分
の
二
を
占
め
る
出
先
機
関
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
、
中
央
官
庁
は
頑
強
に
抵
抗
し
た
。

と
り
わ
け
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
）
は
出
先
機

関
の
見
直
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
甚
大
な
津
波
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
で
は
、
国
土
交
通
省
地
方
整
備
局
な
ど
出
先
機
関

が
先
頭
に
立
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
危
機
管
理
的
な
観
点
か
ら
出
先
機
関
の
存
続
論
に
勢
い
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

588



出
先
機
関
の
移
譲
を
め
ぐ
っ
て
は
、
地
方
側
も
一
枚
岩
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
事
務
権
限
の
受
け
皿
と
な
る
都
道
府
県
が
積
極
的

な
一
方
で
、
基
礎
自
治
体
の
市
町
村
か
ら
は
慎
重
論
が
噴
出
し
た
。

「
分
権
改
革
は
是
な
る
も
の
」
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
世
論
か
ら
も
、
地
方
の
結
束
と
い
う
点
か
ら
も
動
揺
を
来
し
た
の
で
あ

る
。
三
位
一
体
改
革
と
と
も
に
、「
二
つ
の
挫
折
」
は
分
権
改
革
の
前
途
と
推
進
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
た
。

三　

記
事
掲
載
に
み
る
退
潮

第
二
次
安
倍
内
閣
が
二
〇
一
二
年
に
発
足
し
て
か
ら
も
、
分
権
改
革
は
続
い
て
い
る
。
国
か
ら
地
方
へ
約
五
〇
項
目
の
権
限
移
譲

が
法
制
化
さ
れ
た
。
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
事
務
・
権
限
を
移
す
第
四
次
一
括
法
が
一
四
年
に
成
立
し
た
。
全
国
一
律
で
は
な
く
、

希
望
す
る
自
治
体
に
権
限
を
移
す
「
手
あ
げ
」
方
式
や
提
案
募
集
型
の
分
権
が
現
在
、
数
次
に
わ
た
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
の
先
に
あ
る
「
第
三
期
分
権
改
革
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
混
沌
と
し
て
い
る
。
政
党
、
地
方
、
メ
デ
ィ
ア
は
そ
ろ
っ

て
そ
の
方
向
性
を
示
せ
ず
に
い
る
。

分
権
改
革
に
対
す
る
政
治
的
関
心
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
近
年
、
顕
著
に
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
傾
向
を
測
る
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
、
分
権
改
革
の
メ
デ
ィ
ア
で
の
登
場
頻
度
が
あ
る
。

毎
日
新
聞
で
「
地
方
分
権
」
と
「
地
域
主
権
」
と
い
う
言
葉
の
い
ず
れ
か
を
含
む
記
事
が
ど
れ
く
ら
い
の
数
（
地
方
版
を
含
む
）

掲
載
さ
れ
て
い
た
か
を
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
き
集
計
し
て
み
た
。

興
味
深
い
事
実
が
浮
か
ぶ
。
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
の
一
七
五
三
本
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
記
事
数
は
市
町
村
合

分権改革の旅はまだ終わらない
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併
の
旋
風
が
吹
い
た
〇
二
年
の
七
一
一
本
を
除
き
、
〇
三
年
ま
で
は
お
お
む
ね
一
〇
〇
〇
本
以
上
の
水
準
を
確
保
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
三
位
一
体
の
改
革
を
経
て
政
府
が
二
期
分
権
改
革
に
取
り
組
ん
だ
〇
四
年
か
ら
〇
八
年
ま
で
は
記
事
数
六
〇
〇
～
七
〇

〇
と
比
較
的
落
ち
着
い
た
水
準
で
推
移
し
た
。
と
り
わ
け
、
政
権
交
代
で
「
地
域
主
権
改
革
」
が
脚
光
を
浴
び
た
〇
九
年
は
記
事
数

が
一
三
六
六
、
一
〇
年
は
一
一
三
〇
に
の
ぼ
り
、「
分
権
、
地
域
主
権
改
革
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
二
〇
一
一
年
に
記
事
数
は
一
気
に
五
九
八
に
減
少
す
る
。
こ
れ
を
境
に
「
分
権
」
の
掲
載

度
は
減
少
モ
ー
ド
に
移
り
、
一
三
年
の
掲
載
数
は
三
二
三
、
一
四
年
は
二
四
一
に
落
ち
込
ん
だ
。

そ
の
後
▽
一
五
四
（
一
五
年
）
▽
一
二
五
（
一
六
年
）
▽
一
四
七
（
一
七
年
）
と
低
空
飛
行
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
全
盛
期
」

の
一
〇
分
の
一
程
度
の
水
準
で
あ
り
、
メ
デ
イ
ア
に
お
け
る
「
分
権
」
の
存
在
感
低
下
は
顕
著
で
あ
る
。

四　

改
革
に
三
つ
の
課
題

地
域
主
権
改
革
の
際
に
は
「
革
命
」
的
熱
気
す
ら
感
じ
さ
せ
た
分
権
改
革
は
な
ぜ
、
か
く
も
冷
え
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

三
つ
の
原
因
を
挙
げ
た
い
。
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
地
方
側
に
「
分
権
を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
」
と
い
う
熱
気
が
失
せ
た
こ

と
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
三
位
一
体
改
革
と
、
国
の
出
先
機
関
見
直
し
の
挫
折
は
、
地
方
側
に
分
権
の
壁
を
強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

確
か
に
、
二
期
に
わ
た
る
分
権
改
革
で
、
自
治
体
行
政
は
自
由
度
を
増
し
た
。
た
だ
、
市
町
村
な
ど
の
現
場
感
覚
は
ど
う
か
。「
義
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務
付
け
、
枠
付
け
」
見
直
し
な
ど
で
認
め
ら
れ
た
権
限
を
消
化
す
る
の
で
手
一
杯
で
あ
り
、
消
化
不
良
す
ら
起
こ
し
か
ね
な
い
、
と

い
う
感
じ
で
は
な
い
か
。

逆
に
言
う
と
、
自
治
体
や
住
民
は
こ
れ
ま
で
の
分
権
改
革
が
地
域
の
行
政
を
向
上
さ
せ
た
と
い
う
「
実
感
」
を
そ
れ
ほ
ど
得
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
民
主
党
政
権
時
代
に
創
設
さ
れ
た
使
い
道
が
緩
や
か
な
一
括
交
付
金
制
度
は
自
公
の
与
党
復
帰
で
あ
え
な
く
廃
止
さ

れ
た
。
本
来
な
ら
地
方
側
か
ら
批
判
が
起
き
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
し
た
声
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
か
っ
た
。「
中
途
は
ん
ぱ

な
交
付
金
に
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
使
い
道
が
決
ま
っ
た
補
助
金
や
、
一
般
財
源
の
地
方
交
付
税
の
方
が
い
い
」
と
受
け
止
め
て
い
る

フ
シ
が
あ
る
。

第
二
の
理
由
は
、
地
方
の
分
断
傾
向
が
進
み
、
一
枚
岩
の
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

出
先
機
関
の
見
直
し
失
敗
も
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
温
度
差
が
背
景
に
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
今
後
注
意
す
べ
き
は
「
大
都
市
圏
Ｖ
Ｓ
地
方
」
の
利
害
対
立
が
税
制
や
財
源
保
障
を
め
ぐ
り
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。

人
口
減
少
に
悩
む
多
く
の
自
治
体
は
税
収
確
保
に
危
機
感
を
募
ら
せ
、
税
源
の
偏
在
是
正
を
訴
え
て
い
る
。
一
方
で
東
京
を
中
心

と
す
る
大
都
市
圏
も
、
後
期
高
齢
者
人
口
の
爆
発
的
な
増
加
に
伴
い
今
後
急
増
す
る
こ
と
が
確
実
な
医
療
、
介
護
需
要
な
ど
に
備
え

る
た
め
の
財
源
確
保
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
東
京
や
大
都
市
圏
へ
の
人
口
・
産
業
集
中
と
地
方
経
済
の
空
洞
化
が
進
む
に
つ

れ
、
税
収
の
格
差
は
拡
大
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
に
、
政
府
は
苦
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
消
費
税
率
五
％
か
ら
八
％
へ
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
地
方
税
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で
あ
る
法
人
住
民
税
の
一
部
を
「
地
方
法
人
税
」
と
し
て
国
税
化
し
、
地
方
交
付
税
と
し
て
再
配
分
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
消

費
税
率
一
〇
％
の
引
き
上
げ
に
お
い
て
も
同
じ
手
法
を
用
い
る
予
定
だ
。

た
だ
、
大
都
市
圏
と
地
方
の
分
断
は
、
今
後
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
本
来
、
縁
あ
る
地
方
の
応
援
手
段
の
は

ず
だ
っ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
返
礼
品
競
争
が
過
熱
し
、
大
都
市
圏
は
税
収
減
へ
の
懸
念
を
強
め
る
一
方
だ
。
今
や
都
市
と
地
方

の
不
協
和
音
の
シ
ン
ボ
ル
と
化
し
て
い
る
。

平
成
三
〇
年
度
の
税
制
改
正
を
め
ぐ
っ
て
は
、
地
方
消
費
税
の
配
分
基
準
の
見
直
し
を
め
ぐ
り
、
東
京
都
な
ど
が
激
し
く
反
発
し

た
。
人
口
の
要
素
を
従
来
以
上
に
強
め
る
こ
と
で
大
都
市
圏
へ
の
配
分
が
圧
縮
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

昨
秋
の
衆
院
選
で
は
、
希
望
の
党
の
代
表
だ
っ
た
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
が
大
阪
府
、
愛
知
県
三
知
事
と
の
連
携
に
よ
る
「
三

都
物
語
」
を
提
唱
し
注
目
さ
れ
た
。
結
局
、
目
論
見
通
り
に
連
携
は
進
ま
な
か
っ
た
が
、
大
都
市
圏
が
独
自
の
権
益
を
優
先
し
て
い

こ
う
と
す
る
動
き
の
表
れ
だ
ろ
う
。
実
際
、
小
池
氏
の
「
三
都
物
語
」
に
多
く
の
他
県
知
事
は
警
戒
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
の
で
あ
る
。

三
つ
目
の
要
因
は
多
く
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
処
が
よ
り
優
先
す
べ
き
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

分
権
報
道
と
対
照
的
に
、
地
方
の
人
口
減
少
対
策
で
あ
る
「
地
方
創
生
」
に
関
す
る
記
事
数
は
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
。
先
ほ
ど

と
同
様
、
毎
日
新
聞
の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
集
計
す
る
と
、
安
倍
晋
三
首
相
が
地
方
創
生
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
二
〇
一

四
年
六
月
一
五
日
付
紙
面
を
嚆
矢
に
、
一
七
年
末
ま
で
の
掲
載
記
事
数
は
す
で
に
六
〇
〇
〇
を
超
し
て
い
る
。
一
五
年
に
は
二
三
八

八
本
に
達
し
、
一
五
四
一
本
（
一
六
年
）、
一
二
四
九
本
（
一
七
年
）
と
高
止
ま
り
で
推
移
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
分
権

と
地
方
創
生
は
実
態
的
に
す
で
に
「
取
っ
て
か
わ
っ
た
」
状
態
で
あ
る
。
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五　
「
道
州
制
」
は
切
り
札
な
の
か

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
分
権
改
革
は
今
後
、
何
を
追
求
で
き
、
ど
こ
に
そ
の
必
要
性
が
あ
る
の
か
が
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ま
ず
、
今
後
の
候
補
と
し
て
俎
上
に
載
せ
る
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
得
る
の
は
、
現
行
の
都
道
府
県
を
廃
止
し
、
数
ブ
ロ
ッ
ク
の
道

州
に
再
編
し
て
国
の
事
務
権
限
を
移
譲
す
る
「
道
州
制
」
構
想
で
あ
ろ
う
。
さ
き
の
衆
院
選
で
も
、
複
数
の
政
党
が
公
約
で
導
入
推

進
を
掲
げ
て
い
る
。

道
州
制
を
め
ぐ
っ
て
は
東
京
、
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
の
自
治
体
や
都
市
部
に
基
盤
を
置
く
政
党
が
前
向
き
な
の
に
対
し
、
そ
れ
以

外
の
地
域
は
お
お
む
ね
反
対
論
が
優
勢
と
い
う
「
分
断
の
構
図
」
が
こ
こ
で
も
浮
か
ん
で
い
る
。

自
民
党
に
は
、
参
院
選
挙
区
の
合
区
解
消
に
向
け
て
憲
法
に
「
都
道
府
県
」
を
明
記
し
よ
う
と
い
う
議
論
が
現
在
、
起
き
て
い
る
。

も
し
、
憲
法
に
「
都
道
府
県
」
が
明
記
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
道
州
制
論
議
に
事
実
上
、
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
定
数
格
差
是
正
が
次
第
に
進
む
に
つ
れ
、
与
党
内
で
も
大
都
市
圏
選
出
議
員
の
発
言
力
は
次
第
に
強
ま
っ
て
い
る
。
一

人
区
解
消
の
た
め
憲
法
に
「
都
道
府
県
」
を
明
記
す
る
道
は
、
実
際
に
は
か
な
り
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
一
方
で
、
都
道
府
県
を
「
道
州
」
に
再
編
す
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
政
治
に
生
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
あ
る
。

「
四
七
都
道
府
県
体
制
」
は
香
川
県
が
分
離
独
立
し
た
一
八
八
八
年
以
来
、
実
質
的
に
一
三
〇
年
間
続
い
て
お
り
、
行
政
の
み
な

ら
ず
社
会
、
文
化
的
な
単
位
と
し
て
国
民
に
遺
伝
子
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
民
が
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納
得
す
る
に
足
る
、
相
当
な
大
義
名
分
が
必
要
だ
。

国
の
出
先
機
関
の
事
務
移
譲
す
ら
、
東
日
本
大
震
災
を
境
に
壁
に
当
た
っ
て
い
る
。
行
革
の
視
点
か
ら
単
な
る
効
率
化
を
進
め
る

の
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
都
道
府
県
合
併
と
変
わ
ら
な
い
。
分
権
に
本
当
に
資
す
る
の
か
、
現
状
は
は
な
は
だ
疑
問
だ
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

分
権
本
位
の
発
想
で
進
め
る
強
い
政
治
力
と
覚
悟
が
無
い
限
り
、
道
州
制
論
議
は
政
治
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
い
た
ず
ら
な
空
費
に
終
わ

り
か
ね
な
い
。
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
く
市
町
村
の
行
政
を
補
完
す
る
役
割
を
増
や
す
な
ど
、
都
道
府
県
の
役
割
を
再
定
義
し
て
い

く
方
が
現
実
的
で
は
な
い
か
。

六　

地
方
「
共
益
税
」
の
議
論
を

人
口
減
少
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
自
治
体
像
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
分
権
改
革
を
仕
切
り
直
す
と
い
う
発
想
も
あ
る
。

「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
は
、
地
方
の
人
口
減
少
を
緩
和
す
る
た
め
観
光
、
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
雇
用
を
創
出
す

る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
都
市
整
備
な
ど
の
防
御
的
な
議
論

は
後
手
に
回
っ
た
印
象
が
あ
る
。

政
府
は
広
域
的
な
枠
組
み
で
あ
る
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
や
、
定
住
自
立
圏
構
想
で
自
治
体
の
機
能
集
約
と
役
割
分
担
を
図
っ
て

い
る
。
市
町
村
合
併
に
よ
ら
な
い
形
で
自
治
の
持
続
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

た
だ
し
、
人
口
減
少
時
代
の
地
方
自
治
は
空
き
地
・
空
き
家
増
加
に
伴
う
都
市
機
能
の
低
下
や
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
な
ど
、
さ
ま
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ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
処
を
行
政
に
迫
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
都
市
や
町
村
の
再
構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
の
自
由
度
を
増
す

必
要
が
あ
る
。
土
地
利
用
分
野
な
ど
に
お
け
る
分
権
推
進
が
そ
の
際
に
は
候
補
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
三
位
一
体
改
革
以
来
積
み
残
さ
れ
て
い
る
、
税
・
財
源
の
分
権
を
放
置
し
て
は
な
る
ま
い
。

地
方
が
総
論
的
に
税
源
移
譲
を
求
め
て
も
、
大
都
市
圏
と
そ
の
他
地
域
で
足
並
み
が
乱
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
だ
。

中
央
官
庁
か
ら
足
元
を
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

地
方
自
治
体
同
士
が
地
方
税
の
水
平
調
整
、
再
配
分
に
関
与
す
る
よ
う
な
自
治
体
間
で
の
水
平
的
な
財
源
保
障
が
や
は
り
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
地
方
共
同
税
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

地
方
共
同
税
は
か
つ
て
、
国
主
導
の
地
方
交
付
税
減
ら
し
の
思
惑
絡
み
で
提
起
さ
れ
た
不
幸
な
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
い
ま

だ
に
地
方
側
に
は
警
戒
感
が
強
い
。
税
収
を
再
配
分
す
る
こ
と
が
課
税
自
主
権
と
の
関
係
で
説
明
で
き
る
の
か
と
い
う
、
本
質
的
な

問
題
も
あ
る
。

と
は
い
え
、
地
方
消
費
税
な
ど
の
税
源
が
拡
充
さ
れ
る
た
び
に
「
国
税
化
」
し
て
再
配
分
す
る
よ
う
な
、
い
び
つ
な
や
り
方
に
は

お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

全
国
知
事
会
の
研
究
会
は
二
〇
一
二
年
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
実
現
を
前
提
に
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
共
通
課
題
に
対
応

す
る
た
め
」
と
し
て
、
地
方
共
同
税
の
試
案
を
示
し
て
い
る
。
地
方
交
付
税
の
確
保
を
前
提
に
、
少
子
化
対
策
な
ど
に
必
要
な
税
源

を
確
保
し
て
融
通
す
る
制
度
と
し
て
、
共
同
税
を
位
置
づ
け
た
も
の
だ
。

地
方
の
利
害
関
係
の
対
立
は
、
今
後
も
激
化
が
予
想
さ
れ
る
。

地
方
の
「
共
通
益
」
追
求
に
向
け
て
税
収
の
再
配
分
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
国
に
税
源
の
移
譲
を
迫
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
戦
略
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を
意
識
的
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
地
方
の
分
断
を
食
い
止
め
る
観
点
か
ら
も
必
要
だ
。
地
方
共
同
税
と
い
う
表
現
に
抵
抗
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ば
「
地
方
共
益
税
」
構
想
と
し
て
捉
え
直
し
て
は
ど
う
か
。

七　

国
と
地
方
の
「
対
等
」
と
は

憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
い
。
分
権
改
革
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
国
・
地
方
関
係
に
深
く
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
だ
。

日
本
国
憲
法
は
第
八
章
の
九
二
条
か
ら
九
五
条
に
お
い
て
、
地
方
自
治
に
関
し
て
定
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
首
長
と
地
方
議
会
議
員
の
直
接
公
選
制
を
定
め
た
点
な
ど
を
除
い
て
は
九
二
条
が
う
た
う
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
も
含

め
て
、
必
ず
し
も
内
容
は
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、「
地
方
自
治
」
が
改
憲
論
議
の
対
象
と
し
て
今
後
、
浮
上
し
て
く
る
可
能

性
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
参
院
一
人
区
の
温
存
目
当
て
に
「
都
道
府
県
」
を
明
記
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
議
論
は
実
現

性
は
乏
し
い
。

仮
に
、
八
章
を
め
ぐ
る
改
憲
論
議
が
動
く
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
の
具
体
化
と
い
う
論
点
は
外
せ
な
い
。

憲
法
に
自
治
体
の
自
主
課
税
権
や
自
主
財
政
権
を
め
ぐ
る
表
現
を
明
記
し
た
り
、
国
の
行
政
範
囲
を
限
定
し
た
り
す
る
条
文
を
追

加
す
る
議
論
が
す
で
に
政
党
レ
ベ
ル
で
は
起
き
て
い
る
。
さ
き
の
衆
院
選
で
は
こ
う
し
た
考
え
を
公
約
に
盛
り
込
ん
だ
政
党
も
あ
っ

た
。
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こ
う
し
た
条
項
を
加
え
る
こ
と
は
地
方
の
税
・
財
源
の
確
立
や
い
わ
ゆ
る
「
補
完
性
の
原
理
」
を
憲
法
上
の
要
請
に
す
る
と
い
う

点
で
、
分
権
に
も
資
す
る
。
政
党
側
も
、
分
権
の
加
速
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
改
正
方
針
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い
る
。

一
方
で
、
地
方
交
付
税
制
度
を
前
提
と
す
る
現
行
の
枠
組
み
で
「
自
主
課
税
」
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
交
付
税
削
減
を
目
指
す
財

務
省
な
ど
に
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
、
と
い
う
慎
重
論
も
あ
る
。

地
方
の
役
割
に
つ
い
て
も
仮
に
「
住
民
に
身
近
な
行
政
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
記
さ
れ
れ
ば
、
逆
に
広
域
自
治
体
の
存
在
意
義

を
否
定
し
か
ね
な
い
、
と
警
戒
す
る
声
も
あ
る
。

こ
う
し
た
意
見
に
は
い
ち
が
い
に
「
陰
謀
論
」
と
言
い
切
れ
ぬ
面
も
あ
る
。
改
憲
論
議
で
い
っ
た
い
何
を
目
指
し
、
ど
ん
な
実
態

的
な
変
化
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
の
か
。「
走
り
な
が
ら
考
え
る
」
手
法
は
、
こ
と
改
憲
論
議
に
関
し
て
は
禁
物
で
あ
る
。

地
方
自
治
の
本
旨
と
い
う
意
味
で
は
、
〇
〇
年
施
行
の
分
権
一
括
法
が
打
ち
出
し
た
国
と
地
方
の
「
対
等
・
協
力
」
関
係
の
制
度

的
な
保
障
も
論
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

国
の
政
権
運
営
と
、
個
々
の
地
方
自
治
体
の
判
断
が
食
い
違
う
こ
と
は
、
少
な
く
な
い
。
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
、
原
発
立
地
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
安
全
保
障
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
は
「
国
策
優
先
」
と
い
う
区
分
け
で
く
く
ら
れ
が
ち
だ
。
だ
が
、
現
実
に
は
、

単
純
化
し
た
二
分
論
で
は
十
分
に
調
整
し
き
れ
て
い
な
い
。

自
治
体
に
国
と
の
「
対
等
・
協
力
」
関
係
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
策
に
関
わ
る
場
合
の
国
と
地
方
の
衝
突
を
ど
う
調
整
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
現
行
の
国
・
地
方
係
争
処
理
委
員
会
の
枠
組
み
は
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。

改
憲
問
題
に
は
全
国
知
事
会
も
動
き
始
め
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
「
改
憲
草
案
」
で
は
自
治
体

に
「
住
民
に
身
近
な
公
共
的
事
務
に
つ
い
て
処
理
す
る
固
有
の
権
能
を
有
す
る
。
こ
の
権
能
は
、
国
政
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
」
と
の
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
自
治
体
固
有
の
自
治
権
を
う
た
お
う
と
い
う
、
野
心
的
な
提
案
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、「
住
民
に
身
近
な
公
共
的
事
務
」
で
自
治
体
固
有
の
権
能
を
明
記
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
な
範
囲
を
ど
う
考

え
る
の
か
、
さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
課
題
は
「
国
優
先
」
で
割
り
切
る
か
が
、
や
は
り
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
意
味
で
、
知
事
会
試
案
は
、
ま
だ
議
論
の
「
た
た
き
台
」
に
と
ど
ま
る
。
と
は
い
え
、「
対
等
・
協
力
」
の
具
体
化
は
今
後

の
地
方
自
治
の
二
〇
年
を
考
え
る
う
え
で
議
論
に
足
る
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

八　

お
わ
り
に

分
権
改
革
の
受
け
皿
と
し
て
の
自
治
体
の
体
制
整
備
も
一
層
求
め
ら
れ
る
。

「
車
の
両
輪
」
と
い
い
な
が
ら
現
行
の
二
元
代
表
制
は
首
長
に
権
限
が
集
中
し
、
地
方
議
会
は
政
策
努
力
を
発
揮
し
に
く
い
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
議
会
は
住
民
に
遠
い
存
在
で
、
住
民
に
は
自
分
た
ち
の
代
表
と
い
う
意
識
が
乏
し
い
。
多
く
の
地
方
議
会
は
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
現
状
で
は
、
政
務
活
動
費
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
不
信
の
ス
パ
イ
ラ
ル
は
加
速
し
て
い
く
一

方
で
は
な
い
か
。

現
行
の
地
方
制
度
に
お
い
て
、
地
方
議
会
の
機
能
強
化
は
最
優
先
課
題
に
思
わ
れ
る
。
選
挙
制
度
、
議
会
の
運
営
方
法
、
人
材
確

保
策
も
含
め
た
再
点
検
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

ま
た
、
地
方
議
会
は
こ
れ
ま
で
、
住
民
投
票
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
直
接
的
な
住
民
参
加
を
敵
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
イ
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
は
今
後
も
急
速
に
情
報
伝
達
や
生
活
様
式
を
変
え
、
行
政
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
影
響

し
て
い
く
。
こ
う
し
た
変
化
へ
の
機
動
的
な
対
応
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

最
初
の
問
い
か
け
に
戻
れ
ば
、
分
権
は
確
か
に
曲
が
り
角
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
日
本
の
社
会
が
活
力
を

失
わ
な
い
た
め
に
は
、
地
域
が
多
様
性
に
富
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
れ
は
決
し
て
地
方
が
パ
イ
を
奪
い
合
い
、
分
断
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
。
地
方
が
共
通
目
標
を
失
わ
ず
、
国
と
対
峙
し
て
い

く
こ
と
だ
。

画
一
性
を
脱
し
、
地
域
の
民
主
主
義
を
根
付
か
せ
て
い
く
こ
と
は
成
熟
国
家
・
日
本
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
分
権
改
革
を
終
わ
り
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
毎
日
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
）
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